
間違いだらけのＥＭＴ９３０、ＥＭＴ９２７のメインテナンス 

 
長年にわたりＥＭＴ９３０、９２７等の販売、修理に携わってきていますが、最近非常に重症の

問題を抱えたＥＭＴターンテーブルの修理依頼が増加しています。原因としてはＥＭＴターンテ

ーブルに関して、ＥＭＴのマニュアルを読まずに多くのユーザーが間違った認識で使用され、あ

るいは保管しているのことがあるとおもいます。ここではどうすればＥＭＴ９３０、ＥＭＴ９２

７の性能を長期間に渡って性能を発揮、維持できるかを全てＥＭＴターンテーブル・ユーザーに

ご理解いただければ幸いです。 

 

ＥＭＴ９３０、ＥＭＴ９２７は元来、放送局、スタジオ等で使用するのを目的としたプロ用のタ

ーンテーブルです。そこで多くのユーザーは「プロ用＝堅牢で頑丈」というイメージを持たれる

とおもいます。それはその通りなのですが、そこにはプロ機（業務用機器）は日々の保守・点検、

定期的なメインテナンス（消耗部品の交換等）が適正に行われるという大前提があります。特に

放送局では機器の不具合による放送事故は絶対に避けなければなりませんから、専門技術者の

日々の点検を欠かさず行っているのは想像できるとおもいます。 

 

ここで多くのユーザの考えにもう一つ間違いが起きます。自分は使用頻度が極めて低いからメイ

ンテナンスはしなくても大丈夫と思われるかもしれません。電源をほとんど入れない状態が続く

と、機器に使用されているコンデンサは急速に劣化します、また駆動系に使用されているゴム製

のパーツは使用することよりその弾力性がある程度維持されますが、使用しないと、弾性が早く

失われる傾向があります。使わないから劣化しないは間違いです。 

 

ＥＭＴ９３０、ＥＭＴ９２７の英文メインテナンス・サービス・マニュアルは英文でページ数が

多く、回路図等の専門的な部分もあるため読んでいないユーザーがほとんどだとおもいます。当

然ですがこの説明書には極めて重要が項目が含まれています。特に前述のメインテナンスを記述

した部分「Ｓｅｒｖｉｃｅ」の項には細かな作業方法が記述されています。面倒でもマニュアル

を一度目を通していただくことをお奨めします。 

 

ここでその中のいくつかの重要な事柄をご紹介します。  

前書きは次の記述ではじまります・・・・・ 

・・・・正しい使用方法と若干のお手入れをしていただければ、ＥＭＴプロフェッショナル・タ

ーンテーブルはそれほどのメインテナンスを必要としませんし、未熟なオペレーターによる操作

あるいは間違った調整等をしなければ異常な磨耗・消耗をすることはありません、またその場合

は直ぐに点検すべきです。 

ターンテーブルはおおよそ一年ごとにチェックしてください。但し、ゴム製のアイドラーはこま

めにクリーニング、またアッパー・モーター・ベアリングの注油は三ヶ月毎に行ってください。



モーターの注油にはＥＭＴから供給される純正のオイルのみを使用してください・・・・・・ 

 

更にマニュアルではＦ１（Quaterly）つまり４半期（三ヶ月）毎にしていただくこと、 

F2（Yearly）一年毎にしていただくことを次のように要求しています。 

 
 
F1 四半期（三ヶ月ごと） 

アッパー・モーター・ベアリングの注油 

注油にはサブ・ターンテーブル(HP)をはずし、次にスクリーン・ディスク(AS)はずしておくこと

が必要です。メイン・ターンテーブルははずす必要はありませんが、モーターの注油すべき箇所

が目視できるところまで少し廻してください。（メイン・ターンテーブルをはずしたほうがやり

やすい場合ははずしてください）。 

モーター・プーリーの根元のプラスティック・カバー（ロットにより金属カバーもあり）の切れ

目にフェルト・リングが目で見て湿る程度に何滴か注油します。 



アイドラーをメチル・アルコールできれいにクリーニングします。 

また、段付きになっているモータープーリーを同様にアルコールでクリーニングします。 

更にクイックスタートブレーキ・シューとサブターンテーブルのブレーキの当る部分もク 

リーニングして滑らないようにします。 

 

 
F2 一年毎 

毎年行う点検・手入れ 

＊ ターンテーブル・べアリングのクリーニング 

＊ ローアー・モーターベアリングの注油 

＊ スイッチロックと上下エレベーション機構への注油 

＊ ターンテーブルベアリングへの注油 

＊ アッパー・モーター・ベアリングの注油 

＊ アイドラーの交換 



＊ メイン・ターンテーブルのクリーンニング 

＊ イルミネーション・ライトの調整 
 
進相コンデンサについて 

 
EMT のモーターはシンクロナス方式モーター、いわゆる周波数同期型ですので、位相のずれを

補正するためのコンデンサが必要です。このコンデンサは劣化しますので 3 年から 5 年毎の交

換を推奨しています。ターンテーブル（モーター）が周っているときにモーターの軸受けの下を

指で触れてみて、振動を感じる場合は進相コンデンサの劣化で、交換が必要です。 

 
次の EMT930/927 用消耗部品をご用意しています。 

＊ アイドラー ＊純正オイル(50ml) ＊進相コンデンサ ＊フェルト・ブレーキ 

＊ オイルシール（ガスケット） ＊ベアリング・ボール ＊ネオンランプ 

＊ イルミネーション・ランプ ＊ミューディング・リレー 

＊ ターンテーブル・ラバー・ベルト ＊モーターマウントクッション・ゴム 

＊ サスペンション・防振ゴム  



 
ＥＭＴのターンテーブルについての豊富な知識があればご自身でもメインテナンス・サービスは

可能ですが、間違った方法でメインテナンスをして場合、最悪の場合前述のように故障の原因に

なることもあります。 弊社ではＥＭＴ純正部品を使用したメインテナンス・サービスを承って

います。 


